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１．本日、２１日投開票の衆議院大阪１２区の補欠選挙が告示され、選挙戦がスタートし

ました。現在４人が立候補を表明しており、短期間ですが激しい選挙戦が予想されます。

今回の大阪１２区の補欠選挙は、衆議院沖縄３区とともに安倍政権に対する国民的な審判

を下す国民注視の重要な選挙となります。 

 

２．大阪革新懇は、２０１５年の戦争法反対運動以降培われてきた「市民と野党の共闘で

安倍政権を打倒する」運動の発展として、今回の選挙戦を市民のみなさん、野党のみなさ

んと共に力をあわせて取り組みます。安倍政権は、沖縄の県民投票結果を無視し辺野古へ

の土砂投入を再開しました。こうしたもとで、森友・加計疑惑の徹底解明や消費税の 10％

引き上げ中止、憲法９条改悪反対など国民の声を国会に届け、安倍政権の暴走にストップ

をかける絶好のチャンスです。同時に、大阪では安倍政権を支え、暴走に手をかす維新政

治にも審判を下さねばなりません。府知事・大阪市長選挙は残念な結果となりましたが休

むことなく闘いは続けていきます。 

 

３．そのためには、安倍政権の明確な対抗軸としての野党統一候補が望まれており、その

実現のための取り組みが重要です。今回の補欠選挙にあたって日本共産党衆議院議員の宮

本たけしさんが職を辞して無所属候補として立候補することを表明しました。宮本たけし

衆議院議員は記者会見で「自らの退路を断ってでも、市民と野党の共闘の実現に挑むべき」

との思いがある。「この旗印を掲げてたたかい抜き必ず勝利する決意」と述べました。 

 

４．野党統一候補の実現とその勝利は、全国的な野党共闘実現を切り開く先駆けとなり、

安倍政権を打倒する第一歩になるに違いありません。大阪革新懇世話人会は、大阪１２区

衆議院補欠選挙での野党統一候補勝利のために可能な運動をすすめます。大阪革新懇は、

団体・個人の選挙におけるスタンスをふまえ、それぞれの立場で奮闘されることを呼びか

けます。ダブル選挙に続きますが、全国の皆さんにも御支援、御協力をお願いいたします。 


